
07 人物 
2013/10/24 版 

 

― 1 ― 

 

 

 

 

 

      

人 物
じ ん ぶ つ

編 
 

浅井
あ さ い

 一亳
いちもう

   天保 7年(1836)～大正５年(1916) 

 陶芸家
とうげいか

。藩士浅井長右
ちょうう

衛門
え も ん

の二男。本名幸八
こうはち

。14歳のときから宮本屋窯で九谷焼の絵付

けを学び、明治 12年、九谷陶器会社の画工長として活躍し、赤絵
あ か え

九谷の名工と称されてい

ます。竹内吟
ぎん

秋
しゅう

は実兄
じっけい

にあたります。 

 

飛鳥
あ す か

井
い

 清
きよし

  天保 14年(1843)～明治 17 年(1884) 

 勧業家
かんぎょうか

。藩士一色武之丞
いっしきたけのじょう

の子。旧名一色一之助。維新
い し ん

後、上京し大蔵省
おおくらしょう

職員を経
へ

て、米

国フラデルフィア万国博覧会
はくらんかい

を視察
し さ つ

し九谷焼の振興
しんこう

を図りました。明治１２年「九谷陶器

会社」を設立。また、同８年江沼郡西谷村片谷
へぎだに

の黒鉛を利用し、柿沢
かきざわ

理
り

平
へい

を職工
しょっこう

長
ちょう

とした

会社「加州
かしゅう

松島社
まつしましゃ

」を設立し鉛筆製造をはじめました。このほか、山中漆器や高岡銅器
ど う き

の

製造振興
しんこう

等を図り、維新
い し ん

後の郷土の産業発展に多大の貢献
こうけん

をしました。 

 

新家
あらいえ

 熊
くま

吉
きち

（2 代） 明治 22 年（1889）～昭和 39 年（1964） 

 旧加賀市の初代市長。父である初代熊吉が創業した新家
あ ら や

自転車㈱の社長に就任し、鉄製

リムの生産を拡大させました。昭和８年、「国益
こくえき

チエン㈱」を設立し、チェーンの国産化に

とりかかりました。その後、事業は発展し、この会社が母体となり今日の世界的なチェー

ン製造メーカーである「大同
だいどう

工業
こうぎょう

株式会社」となりました。昭和 33 年の加賀市制発足
ほっそく

に

おいて初代加賀市長に当選。現在、加賀市の名誉
め い よ

市民となっています。 

 

新家
あらいえ

理
り

与門
よ も ん

  享和元年（1801）～明治 5 年（1872） 

 分校
ぶんぎょう

村
むら

の農民。みの虫一揆の首謀者
しゅぼうしゃ

。明治 4 年の大聖寺藩の廃藩
はいはん

に際し、無謀
む ぼ う

な税金

の取り立てに怒り、江沼郡内の農民たちおよそ千人が、藩の租税係
そぜいがかり

や旧十村役
とむらやく

の家を襲
おそ

い

ました。一揆
い っ き

が平定されたあと、上分校村の裏
うら

谷
たに

重蔵
じゅうぞう

や新家理与門など 8 名が逮捕
た い ほ

され

ましたが、結局、理与門だけが明治 5 年に獄中
ごくちゅう

で死亡しました。明治 28 年、江沼郡の

全町村長らが発起人となって、現在の分校町に理与門の碑
ひ

が建てられました。 

 

初級編 

「加賀ふるさと検定」受験生のためのテキスト 
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石川
いしかわ

 嶂
たかし

  天保 10年(1839)～大正３年(1914) 

 勧業家
かんぎょうか

。大聖寺藩士。明治元年琵琶
び わ

湖
こ

に蒸気
じょうき

船
せん

を就航
しゅうこう

させることを藩当局に進言し承認

を得ました。長崎で造船学を学び、蒸気
じょうき

機関
き か ん

２組を英人から購入し大津の一場
い ち ば

啓二
け い じ

らとと

もに明治２年日本最初の湖上汽船一番丸を就航
しゅうこう

させました。この後、金沢・大聖寺両藩の

出資により兵庫
ひょうご

製鉄所
せいてつしょ

（後の川崎造船所）を設立したり、大聖寺商法会議所の会頭
かいとう

になる

など大聖寺藩士では異色
いしょく

の人物として知られています。梅田五月
さ つ き

は実兄
じっけい

にあたります。 

 

磯村
いそむら

 年
とし

  明治５年(1972)～昭和３６年(1961) 

 陸軍大将。大聖寺藩士であった父、平田檠
けい

の勤務先大津
お お つ

で生まれました。のち金沢の陸

軍少佐、磯村
いそむら

惟
これ

亮
すけ

の養子となり、陸軍士官
し か ん

学校
がっこう

を卒業。日清戦争や第一次世界大戦に出征
しゅっせい

し、

その後、広島湾要塞
ようさい

司令官や野砲
や ほ う

射撃
しゃげき

学校長等を歴任し、昭和８年に大将となりました。

ＮＨＫのニュースキャスターを勤めた磯村尚
ひさ

徳
のり

は年
とし

の孫にあたります。平田家の菩提寺
ぼ だ い じ

は

大聖寺山ノ下の蓮光寺
れんこうじ

です。 

 

市橋
いちはし

 波
なみ

江
え

  文化 10年(1813)～明治 2 年(1869) 

 贋金
にせがね

づくりの責任を一身にうけ切腹
せっぷく

させられた大聖寺藩士。明治２年大聖寺藩は奥羽
お う う

戦

争の弾薬（パトロン）供出資金を捻出
ねんしゅつ

するため、金銀細工の技術をもっていた市橋をパト

ロン製造所に採用し贋金をつくらせました。その後、偽造
ぎ ぞ う

が発覚し、藩は市橋一人に全責

任を負わせ割腹
かっぷく

させました。 

 

稲坂
いなさか

 謙
けん

吉
きち

  嘉永 4年(1851)～昭和３年(1928) 

 医師。越中（富山県）に生まれました。謙吉の父は黒川良安
りょうあん

の弟。明治元年、加賀藩の卯
う

辰山
たつやま

養生所
ようじょうしょ

に入学し、医学をオランダ人軍医
ぐ ん い

ドクトル・スロイスやホルトマンから学び金

沢病院に勤
つと

めました。明治 12 年、江沼郡にコレラが流行したことで江沼郡に出張。これが

縁
えん

で、同 13 年金沢病院大聖寺分
ぶん

病院
びょういん

（現在の加賀市民病院）の院長
いんちょう

となりました。 

 

岩原
いわはら

 謙三
けんぞう

  文久 3年(1863)～昭和 11 年(1936) 

 実業家。NHK の初代会長。大聖寺穴
あな

虫
むし

出身。東京商船学校を経
へ

て三井物産会社に入社。

ニューヨーク支店長や本店理事等を歴任
れきにん

しました。明治 43 年芝浦
しばうら

製作所取締役
とりしまりやく

となり、

大正９年２代社長に就任
しゅうにん

（昭和５年辞任）。この頃、全国的にラジオブームが起こり、大

正 13 年(社)東京放送局が発足し、総裁
そうさい

に後藤
ご と う

新平
しんぺい

、理事長に岩原謙三が選ばれました。そ

の後、大正 15年に新たに「日本放送協会」が設立され、初代会長に岩原謙三が就任し、わ

が国の放送事業の基礎を築きました。墓所
ぼ し ょ

は下屋敷町の蓮光寺
れんこうじ

。 
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上杉
うえすぎ

 慎
しん

吉
きち

  明治 11年(1878)～昭和 4 年(1929) 

 憲法
けんぽう

学者。大聖寺耳聞山
みみきやま

出身。金沢市の小学校を経て第四高等学校に入学。その後、東

京帝国大学に入学。尊王論
そんのうろん

、大権
たいけん

中心の憲法論を学びました。その後、東大の教授となり、

天皇機関説
きかんせつ

の美濃部
み の べ

達吉
たつきち

と激しい論争を展開しました。上杉の学説
がくせつ

は「大日本帝国は万世
ばんせい

一系
いっけい

の天皇が統治
と う ち

すべき」というもので、国家主義を唱
とな

える学者の代表となりました。 

 

梅田
う め だ

 五月
さ つ き

  天保 6年(1835)～明治 45 年(1912) 

 政治家、教育者、実業家、大聖寺藩士。大野藩で砲術
ほうじゅつ

や洋学を学び、帰藩
き は ん

後、藩学校の兵学
へいがく

教師
きょうし

を勤
つと

めました。その後、県会議員に当選
とうせん

。明治 22年大聖寺町長、同 27 年衆議院
しゅうぎいん

議員

を務めました。この間、九谷陶器
と う き

会社の設立、製茶・製塩業の振興、石炭の製造、大聖寺・

丸岡間の道路建設などに尽力
じんりょく

し、郷土の殖産
しょくさん

興業
こうぎょう

に貢献
こうけん

しました。大聖寺地区会館前に

は五月
さ つ き

の胸像
きょうぞう

が建っています。 

 

瓜生
う り う

 外
そと

吉
きち

  安政 4年(１８５7)～昭和 12年(1937) 

 大聖寺出身の海軍大将。幼時東方
ひがしかた

芝山
し ざ ん

に学び、加賀藩致
ち

遠館
えんかん

に留学
りゅうがく

。七尾語学校で米国

人教師オスボーンに英語・化学等を学びました。その後、アメリカのアナポリス海軍兵
かいぐんへい

学校
がっこう

を卒業し、艦長
かんちょう

や司令官
しれいかん

として活躍
かつやく

しました。日露
に ち ろ

戦争開戦時では仁川
じんせん

沖
おき

海戦
かいせん

で露
ろ

艦
かん

２隻

を撃沈
げきちん

。大正元年、海軍大将となりました。妻は岩倉遣
けん

欧使節
おうしせつ

の女子留学生
りゅうがくせい

の一人永井
な が い

繁子
し げ こ

。

墓所は全昌寺。 

 

延
えん

 昌
しょう

  元慶 4 年（880）～康保元年（964） 

平安時代の天台宗の僧侶。第 15 代の天台
てんだい

座主
ざ す

。加賀江沼郡出身。幼い頃に出家し、比叡
ひ え い

山で仏教を学びました。天慶
てんぎょう

9 年（946）年天台座主、天
てん

徳
とく

 2 年（958）には僧正
そうじょう

の位

につき、朱雀
す ざ く

・村上両天皇の師となりました。 

 

大家
おおいえ

 七
しち

平
べい

（4 代） 慶応元年(1865)～昭和 4年(1929) 

 瀬越
せ ご え

村の北前船主。同じ瀬越
せ ご え

村の北前船主広海家
ひろうみけ

の二男でしたが、大家家
おおいえけ

に養子となり

ました。積極的に和船を西洋型汽船に切り替え、ハワイやカムチャッカ、南洋諸島方面な

どへ旅客や貨物
か も つ

の運輸業
うんゆぎょう

をおこないました。小樽
お た る

に支店を設け、大家倉庫を建てました。

（建物は現在、小樽市の文化財指定）明治末期からは福島県や栃木県
とちぎけん

の鉱山開発にも出資

しました。大正 10 年大家商事株式会社を設立し、事業を会社組織に改めました。 

 

大幸
おおさか

 勇
ゆう

吉
きち

  慶応２年(1866)～昭和 25年(1950) 

物理化学者。大聖寺鷹匠
たかじょう

町
まち

出身。東京帝国大学の化学科で桜井
さくらい

錠
じょう

二
じ

の直弟子
じ き で し

となりまし

た。明治 36 年京都帝国大学教授となりました。昭和 7 年学士院会員。池田菊
きく

苗
なえ

とともに

日本の物理化学の基礎を築
きず

き、東の池田、西の大幸と並び称されました。墓所は松
しょう

縁寺
え ん じ

。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AF%94%E5%8F%A1%E5%B1%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/946%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/946%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/958%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%91%E4%B8%8A%E5%A4%A9%E7%9A%87
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大澤
おおさわ

 五
ご

洲
しゅう

（十次郎） 嘉永 3 年(1850)～大正2 年(1913) 

 製茶貿易商。渡辺宗
そう

三郎
ざぶろう

の三男で大沢家の養子となりました。少年期より製茶
せいちゃ

販売
はんばい

に

従事
じゅうじ

。明治４年横浜で製茶貿易
ぼうえき

を図りました。同９年の米国フィラデルフィア万国博覧会

に製茶出品と状況視察
し さ つ

のため飛鳥
あ す か

井
い

清
きよし

・金沢商人円中孫
まるなかまご

平
へい

と渡米
と べ い

。同 13 年横浜に大沢商

会を設立し、陶器・漆器等を海外に輸出
ゆしゅつ

することに尽力
じんりょく

しました。 

 

大下
おおした

 雪
せっ

香
こう

  明治 7 年（1874）～昭和 53 年（1960） 

 山中漆器の蒔絵師
ま き え し

。山中温泉下谷町出身。明治 20 年、山中村の蒔絵伝習所
でんしゅうじょ

に入所し

て修行しました。以後、金沢に出て蒔絵の先
せん

達
だつ

から学び、明治 27 年、独立して蒔絵工房

を開き、硯箱
すずりばこ

、棚
たな

、卓
たく

などの高級漆器に蒔絵を施し、数々の傑作
けっさく

を残し、山中漆器の代

表的な作家となりました。 

 

大田
お お た

 錦
きん

城
じょう

  明和 2 年（1765）～文政 8 年（1825） 

 江戸時代後期の儒学者
じゅがくしゃ

。本名は元貞。大聖寺藩医
は ん い

の樫田
か し だ

玄
げん

覚
かく

の７男として大聖寺新町で

生まれました。幼い頃より賢く「神童
しんどう

」と称されたと伝えられ、20 歳のとき、儒学を志

して江戸に出て山本
やまもと

北山
ほくざん

や多紀
た き

桂山
けいざん

などから学問を学びました。その後、三州吉田藩（愛

知県豊橋市）や加賀藩などに請
こ

われて仕官
し か ん

しましたが、文政 8 年、61 歳で死亡しました。

経学の自説をまとめた『九
きゅう

経談
けいだん

』は、当時、江戸においてベストセラーとなったと伝えら

れ、和文随筆『梧
ご

窓
そう

漫筆
まんぴつ

』や『海外諸国名録』などとともに錦城の代表的な著作となって

います。 

 

大塚
おおつか

 志
し

良
ろう

  江戸末期～明治期（生没年不詳） 

 江沼郡長。兄の長谷川順也
は せ が わじ ゅ ん や

は金沢市長。明治 10 年兄順也と協力して金沢の撚糸
ね ん し

・製糸
せ い し

・

銅器
ど う き

工場の建設に尽力
じんりょく

しました。同 17 年から７年間江沼郡長を務
つと

めました。在職中、大

聖寺機業
きぎょう

伝習所
でんしゅうじょ

を開設
かいせつ

するなど大聖寺織物業
おりものぎょう

の発展に尽力しました。 

 

小栗
お ぐ り

孝
こう

三郎
ざぶろう

  明治元年(1868)～昭和 19 年(1944) 

 大聖寺出身の海軍大将。東京の開成
かいせい

中学
ちゅうがく

から、明治 22 年海軍兵学校卒業、日清戦争で

比叡
ひ え い

分
ぶん

隊長
たいちょう

として参戦
さんせん

。日露
に ち ろ

開戦
かいせん

に伴い、横須賀
よ こ す か

に第一潜水
せんすい

艦隊
かんたい

を編成、同隊司令となり、

日本海軍潜水
せんすい

艦隊の生
う

みの親となりました。その後、各艦長や司令長官を歴任
れきにん

。大正 10年

皇太子
こうたいし

（昭和天皇）渡欧
と お う

に際し、練習艦香取
か と り

・鹿島
か し ま

両艦を率
ひき

いて供奉
ぐ ぶ

しました。同 12年海

軍大将に昇任
しょうにん

。墓所は実性院
じっしょういん

。 

http://kotobank.jp/word/%E8%87%AA%E8%AA%AC
http://kotobank.jp/word/%E5%BD%93%E6%99%82
http://kotobank.jp/word/%E3%83%99%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%BB%E3%83%A9%E3%83%BC
http://kotobank.jp/word/%E5%92%8C%E6%96%87
http://kotobank.jp/word/%E5%92%8C%E6%96%87
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柿沢
かきざわ

 理
り

平
へい

  文政 4 年(1821)～明治 26 年(1893) 

 鉛筆
えんぴつ

製造会社「加州
かしゅう

松島社
まつしましゃ

」の職工
しょっこう

長
ちょう

。明治 10 年士族
し ぞ く

授産
じゅさん

施設
し せ つ

としてつくられた松島

社の職工となり、片
へぎ

谷
だに

村産出の黒鉛
こくえん

を利用しての鉛筆の試
し

作品
さくひん

に成功しました。同16年オ

ランダのアムステルダム万国
ばんこく

博覧会
はくらんかい

で第１級第１等賞を獲得
かくとく

。大聖寺町の火災や社長飛鳥
あ す か

井
い

清
きよし

の死去等で工場が閉鎖
へ い さ

するも負債
ふ さ い

義務
ぎ む

を引き受けて職工長として工場を維持
い じ

（明治

36 年倒産）しました。墓所は久法寺
きゅうほうじ

で、法名が「制
せい

鉛院造
えんいいんぞう

筆
ひつ

日
にっ

肇
けい

居士
こ じ

」となっています。 

 

桂田
かつらだ

富
ふ

士郎
じ ろ う

  慶応 3年(1867)～昭和 21年(1946)  

 病理学者。日本住血吸
じゅうけつきゅう

虫
ちゅう

の発見者。大聖寺耳聞山
みみきやま

町出身。県立金沢医学校を経て東京

帝大の三浦守治教授に学びました。その後、医学
い が く

博士
は か せ

となりました。明治３７年に猫の解剖
かいぼう

により日本住血吸虫を発見しました。大正７年日本住血吸虫の研究により帝国
ていこく

学士院
がくしいん

賞
しょう

を

受
う

けました。昭和 20年神戸空襲
くうしゅう

により研究所・病院・自宅が焼失
しょうしつ

したため、大聖寺に帰

り、耳聞山町の生家で診療所
しんりょうしょ

を開きました。母校錦城小学校に「桂田
かつらだ

奨学
しょうがく

資金
し き ん

」が設
もう

けら

れました。墓所は全昌寺
ぜんしょうじ

。 

 

鹿野
か の

小四郎
こ し ろ う

（初代） 明暦元年（1655）～ 宝永 7 年（1710） 

 小塩
お し お

辻
つじ

村の十村。もともとは吉崎村の出身。若いころは船乗りをしていましたが、兄弟

２人を海難
かいなん

事故で亡くしてから農業に専念するようになりました。吉崎村の肝煎役
きもいりやく

を務め

たあと、小塩辻村に移住し、約 15 年間にわたって十村役を勤めました。農業の知識に深く、

晩年、そのことを子孫に伝えるために『農事
の う じ

遺書
い し ょ

』全５巻としてまとめました。 

 

 

北ヶ
き た が

市市
いちいち

太郎
た ろ う

  安政 6 年（1859）～ 大正 3 年（1914） 

 明治時代の人力車
じんりきしゃ

の車夫
し ゃ ふ

。江沼郡庄村
しょうむら

字
あざ

加茂
か も

（現在の加賀市加茂町）出身。明治 24 年

5 月、ロシア皇太子ニコライ(のち皇帝ニコライ 2 世)一行が滋賀県
し が け ん

大津
お お つ

付近を通過したと

き、警備
け い び

中の巡査
じゅんさ

、津田
つ だ

三蔵
さんぞう

がサーベルで皇太子を切りつけるという、いわゆる「大津事

件」がおこりました。このとき、一行の人力車の後押
あ と お

しをしていた車夫が北ヶ市市太郎で

した。市太郎は、もう一人の車夫と共に、すばやく犯人津田三蔵をとりおさえ、皇太子は危
あや

うく難
なん

を逃
のが

れました。この事件のあと、市太郎ら２名の車夫はロシア政府から多額の褒賞
ほうしょう

金
きん

や年金
ねんきん

を受けました。その後、市太郎は郷里
きょうり

に戻
もど

り、大聖寺馬場町に移り住みました。明

治 32 年には江沼郡の郡会議員にもなるなど、町の英雄
えいゆう

としてもてはやされました。しかし

ながら、その後、日露
に ち ろ

戦争がはじまると、国賊
こくぞく

呼ばわりされ寂
さみ

しい人生を送りました。 

http://kotobank.jp/word/%E6%98%8E%E6%B2%BB
http://kotobank.jp/word/%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2
http://kotobank.jp/word/%E3%83%AD%E3%82%B7%E3%82%A2
http://kotobank.jp/word/%E3%83%8B%E3%82%B3%E3%83%A9%E3%82%A4
http://kotobank.jp/word/%E7%9A%87%E5%B8%9D
http://kotobank.jp/word/%E5%BE%8C%E6%8A%BC%E3%81%97
http://kotobank.jp/word/%E7%8A%AF%E4%BA%BA
http://kotobank.jp/word/%E6%94%BF%E5%BA%9C
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北出塔
きたでとう

次郎
じ ろ う

   明治 31 年（1898）～昭和 43年（1968） 

兵庫県生まれ。本名藤治郎。勅使村字栄
さかえ

谷
だに

の九谷焼窯元
かまもと

北出家の養子。大阪美術学校日

本画科に入学、矢野
や の

橋村
きょうそん

に師事
し じ

。また色絵陶磁研究のため、北出家を長期間訪れていた富本
とみもと

憲吉
けんきち

の製作態度や考え方に影響を受けました。九谷の近代化に努力し、昭和 21 年（1946）

工芸美術石川塾を開講し多くの子弟を養成
ようせい

しました。その後、金沢美術工芸大学の教授と

なりました。第 6 回日展で文部大臣賞を受賞。さらに昭和 43 年（1968）九谷焼作家で

はじめて芸術院
げいじゅついん

賞
しょう

を受賞しました。 

 

木村
き む ら

 素
もと

衛
もり

  明治 28 年（1895）～ 昭和 21 年（1946） 

 哲学者。加賀市橋立町出身。京都帝国大学を卒業後、広島高等師範学校教授を経て、昭

和15年に京都帝国大学の教授となりました。フィヒテを中心としたドイツ観念論
かんねんろん

を研究し,

教育哲学の体系化
たいけいか

を行ないました。その後、信濃
し な の

教育会の招きで信州各地で数多くの講演

や講義をおこない、そのため、上田、松本、豊科
とよしな

の 3 か所に木村の記念碑が建立されてい

ます。 

 

草
くさ

鹿
か

 任一
じんいち

  明治 21年(1888)～昭和 47 年(1972) 

 大聖寺出身の海軍中将。金沢一中、四高、海軍兵学校を経
へ

て軍人となりました。昭和 16

年海軍兵学校長、同 17年に第 11航空
こうくう

艦隊
かんたい

司令
し れ い

長官
ちょうかん

となりました。ラバウルに司令部を置
お

き、敗戦
はいせん

まで作戦を指揮
し き

しました。戦後、戦犯
せんぱん

容疑
よ う ぎ

で刑務所に収容
しゅうよう

されるが容疑
よ う ぎ

が晴れ追放
ついほう

。

晩年
ばんねん

は戦没者
せんぼつしゃ

遺族の処遇
しょぐう

改善
かいぜん

と厚生
こうせい

事業
じぎょう

に奔走
ほんそう

しました。 

 

草
くさ

鹿
か

竜之
りゅうの

介
すけ

  明治 25年(1892)～昭和 46年(1971) 

 大聖寺出身の海軍中将、連合艦隊参謀
さんぼう

長
ちょう

。大正 15 年海軍兵学校を経て海軍大学校を卒

業。昭和 16 年第一航空
こうくう

艦隊
かんたい

参謀長としてハワイ空襲
くうしゅう

作戦を担当しました。同 19 年連合

艦隊参謀長となって「あ号作戦」「レイテ作戦」を計画。同年海軍中将、第五航空
こうくう

艦隊
かんたい

司令
し れ い

長官
ちょうかん

に就
しゅう

任
にん

しました。草
くさ

鹿
じか

任
じん

一
いち

は従弟
い と こ

にあたります。 

 

久保
く ぼ

彦
ひこ

兵衛
べ い

（6 代） 天保 11 年（1840）～ 大正 4 年（1915） 

 橋立村の北前船主。加賀北前船主のリーダー格として活躍。弘化 2 年（1845）大聖寺

藩の財政整理の元締
も と じ

めを命じられ、進んで 1 万両を献上
けんじょう

し、その功績
こうせき

により 130 石を

与えられました。その後、たびたび赤字財政に苦しむ大聖寺藩に多額の献金
けんきん

をおこないま

した。彦兵衛の邸宅
ていたく

にはたびたび大聖寺藩主が訪れましたが、その藩主を迎えた御殿
ご て ん

の間
ま

は、現在、金沢長町
ながまち

の「武
ぶ

家屋敷
け や し き

野村
の む ら

邸
てい

」の一部として移築
い ち く

公開されています。また、主屋
お も や

の玄関
げんかん

から居間
い ま

の部分は大聖寺下屋敷に移築復元され、「蘇
そ

梁館
りょうかん

」として活用されてい

ます。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%9D%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%83%E5%B3%B6%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%B8%AB%E7%AF%84%E5%AD%A6%E6%A0%A1
http://kotobank.jp/word/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%92%E3%83%86
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%AD%E5%BF%83
http://kotobank.jp/word/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84%E8%A6%B3%E5%BF%B5%E8%AB%96
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小泉
こいずみ

 日慈
に ち じ

  天保 12年(1841)～大正 12 年(1923) 

 日蓮宗
にちれんしゅう

大学長・日蓮宗法主
ほ っ す

。大聖寺藩士小泉西遊の２男。若くして大聖寺神明町の宗
そう

寿寺
じ ゅ じ

に入りました。嘉
か

永
えい

元年並木
な み き

日
にっ

観
かん

について得度
と く ど

。のち、日蓮宗の海外
かいがい

布教
ふきょう

に尽力
じんりょく

しました。

明治 35 年大僧正
だいそうじょう

に昇進
しょうしん

。同 39 年から 5 年間、日蓮宗大学学長（立正大学 2 代学長）

となりました。同 42 年日蓮宗総本山久遠寺
く お ん じ

の 79 代法主。大正 2 年第 19 代日蓮宗管長

に昇進しました。 

 

河野
こ う の

安通
あ つ

志
し

  明治 17年（1884）～昭和 21年（1946） 

 日本初のプロ野球チーム創設者
そうせつしゃ

。大聖寺藩士河野通理の子。明治 30年一家で横浜に転居

し、のち早稲田
わ せ だ

大学に入学。同大学野球部のエースとして活躍
かつやく

し、大学日本一に貢献
こうけん

しま

した。大正 11 年「日本運動協会」（芝浦協会）を仲間数人と創設。これが日本初のプロ野

球チームとなりました。昭和 4年早大野球部総監督となり,学生野球やプロ野球の発展につ

くしました。昭和 35年その功績
こうせき

を称
たた

えて野球殿堂
でんどう

入
い

りをしました。 

 

小塚
こ づ か

藤
とう

十郎
じゅうろう

  天明 5 年（1785）～ 安政 6年（1859） 

 大聖寺藩士。諱
いみな

は秀
しゅう

得
とく

。文政7 年に藩に「植物方」の設置を進言
しんげん

し、自ら植物方
しょくぶつかた

奉行
ぶぎょう

と

なりました。翌８年には「松
まつ

奉行
ぶぎょう

」となり、その後の人生を松の植林事業に捧
ささ

げ、特に上

木、瀬越、塩屋などの海岸線の砂地に数多くのクロマツを植え、現在の加賀海岸の松林の

基礎
き そ

を築きました。また、大聖寺藩領内の地誌
ち し

である『加賀江沼志稿
か が え ぬ ま し こ う

』の編纂
へんさん

にも力を注
そそ

ぎ、

天保 15年（1844）に、32 巻の大著
たいちょ

を完成させました。 

 

後藤
ご と う

才
さい

次郎
じ ろ う

  江戸時代初期（生没年不詳） 

 大聖寺藩士。金沢出身。後藤家はもともと金沢に在り、加賀藩に仕えていましたが、大

聖寺藩分立
ぶんりつ

の際、初代藩主、前田利
とし

治
はる

が九谷の山奥に金鉱
きんこう

を求めて開発しようとしたとき、

才次郎は山師
や ま し

を引き連れて大聖寺に移り住んだとされています。伝承では、万
まん

治
じ

 2 年

（1659）、藩命で製陶法
せいとうほう

を習いに肥前
ひ ぜ ん

有田
あ り た

 (佐賀県
さ が け ん

)におもむき、長崎で出会った明
みん

(中国)から

亡命した陶工
とうこう

を数名伴
ともな

って帰藩
き は ん

し、古九
こ く

谷
たに

窯
がま

を開いたといわれています。 

 

斎藤
さいとう

 実
さね

盛
もり

  天永 2 年（1111）～寿永 2年（1183） 

 平安時代末期の武将
ぶしょう

。越前出身。加賀市の永井町で生まれたという説もあります。その

後、武蔵
むさしの

国
くに

長井に移り住み、当初は源 義 朝
みなもとのよしとも

に仕
つか

えていましたが、平治
へ い じ

の乱
らん

よりの後は関

東の有力武将として平家
へ い け

に属
ぞく

し活躍しました。寿
じゅ

永
えい

2 年(1183)、源（木曽）義
よし

仲
なか

追討
ついとう

のた

めに北国に向かい,加賀の篠原
しのはら

付近で手塚
て づ か

太郎光
たろうみつ

盛
もり

に討
う

たれました。この時、実盛は、老武者
おいむしゃ

とあなどられることを恥
はじ

とし、白髪
し ら が

を黒く染
そ

めて参戦
さんせん

していましたが、義仲の家来が討ち

取った首を池で洗ってみると、黒髪
くろかみ

はたちまち白髪
し ら が

に変わったといいます。義仲は実盛の

http://kotobank.jp/word/%E9%95%B7%E5%B4%8E
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
http://kotobank.jp/word/%E4%BA%A1%E5%91%BD
http://kotobank.jp/word/%E6%BA%90%E7%BE%A9%E4%BB%B2
http://kotobank.jp/word/%E5%8C%97%E5%9B%BD
http://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E8%B3%80
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首を見て涙
なみだ

したと伝えられています。それは、実盛は、かつて義仲の父が討たれた際に、

幼い義仲を木曽
き そ

に逃
にが

した恩人
おんじん

だったからです。 

 

坂田
さ か た

 英一
えいいち

  明治 30 年（1897） ～ 昭和 44年（1969） 

衆議院議員。農林大臣。江沼郡三木村
み き む ら

出身。東京帝大卒。農
のう

商務省
しょうむしょう

の局長などを歴任し

た後、昭和 23 年、食糧品配給公団の初代総裁
そうさい

となりました。昭和 24 年に衆議院議員に当選
とうせん

して以来、7 回の当選を果
は

たしました。この間、第 1 次佐藤内閣で農林
のうりん

大臣
だいじん

をつとめまし

た。 

 
篠原
しのはら

 藤平
とうべい

  明治 6年(1873)～昭和 3 年(1928) 

 大聖寺の機業家
きぎょうか

。絹織物
きぬおりもの

の技法
ぎ ほ う

を改良
かいりょう

した人。大聖寺仲町の絹問屋、篠原家の長男。

羽二重
は ぶ た え

・縮緬
ちりめん

等の製織法を改良し大聖寺絹の発展を図りました。明治 41 年、合資
ご う し

会社篠原

商店、のちの錦
きん

城
じょう

物産
ぶっさん

株式会社を創業。大正７年、南郷
なんごう

村に日本絹織
けんしょく

株式会社の誘致
ゆ う ち

に成

功。昭和４年、これらの業績
ぎょうせき

により水守
みずもり

神社
じんじゃ

境内に紀
き

功
こう

碑
ひ

が建立
こんりゅう

されました。 

 

清水
し み ず

 孝
こう

平
へい

  天保 6年(1835)～明治 30 年(1907) 

 大聖寺の機業家。明治 12 年製
せい

絹
けん

改良
かいりょう

会社
がいしゃ

を設置
せ っ ち

。また、法華坊
ほっけぼう

の大聖寺機業
きぎょう

伝習所
でんしゅうじょ

の

運営に協力し、羽二重
は ぶ た え

を創出
そうしゅつ

しました。明治 22 年豊田
と よ た

鍋
なべ

吉
きち

等と長機物組合を起
おこ

し、横浜

に販路を開くなど、大聖寺絹の名声を高めました。 

 

下口
しもぐち

 宗
そう

美
び

  明治 37 年（1904）～ 昭和 59 年（1984） 

動橋村字中島（現加賀市中島町）出身の人形作家。当初は九谷赤絵
あ か え

の名工
めいこう

中村秋塘
しゅうとう

の

門下生
もんかせい

となって陶芸
とうげい

を学んでいましたが、のち、京都で人形作家の影響を受け、木彫
もくちょう

人形

を製作するようになりました。昭和 21年に帰郷
ききょう

し、中島町の工房で制作に励
はげ

み、日展や日

本伝統工芸展などに連続入選を果たし、人形作家としての広く知られるようになりました。 

 

須田
す だ

 菁
せい

華
か

（初代）  文久 2 年～昭和 2 年（1862～1927） 

金沢の泉町に生まれる。本名与三郎。明治 13年（1880）石川県勧業試験場の陶画部
と う が ぶ

を

卒業後、京都で製陶を学びました。明治 16 年（1883）竹内吟
たけうちぎん

秋
しゅう

、浅井一毫
いちもう

らが去った

あとの九谷陶器会社に招聘
しょうへい

され、山代に移りました。会社解散後、独立して陶画業を始め、

明治 39年（1906）には菁
せい

華
か

窯
がま

（登窯）を築
きず

き、染付
そめつけ

、祥
しょん

瑞
ずい

、呉須
ご す

赤絵
あ か え

、古九
こ く

谷
たに

等の倣
ほう

古
こ

作品に腕
うで

をふるいました。大正 4年（1915）から北大路
きたおおじ

魯山人
ろさんじん

との交友が始まりました。 

 

竹内
たけうち

 吟
ぎん

秋
しゅう

  天保 3 年(1832)～大正 2 年(1913) 

 陶芸家。大聖寺藩士浅井家の長男でしたが、竹内家の養子となりました。飯
いい

田屋
だ や

八郎
はちろう

右
う

衛門
え も ん

や塚谷
つかたに

竹
ちっ

軒
けん

などから絵や焼き物の技術を学び、のち私学校「維新舎
いしんしゃ

」を設立し陶
とう

画工
が こ う

を

http://kotobank.jp/word/%E9%A3%9F%E7%B3%A7
http://kotobank.jp/word/%E9%85%8D%E7%B5%A6
http://kotobank.jp/word/%E9%85%8D%E7%B5%A6
http://kotobank.jp/word/%E5%88%9D%E4%BB%A3
http://kotobank.jp/word/%E5%BD%93%E9%81%B8
http://kotobank.jp/word/%E4%BD%90%E8%97%A4
http://kotobank.jp/word/%E4%BD%90%E8%97%A4
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養成しました。明治 12年九谷陶器会社を設立し総支配人となりました。赤絵
あ か え

と古九
こ く

谷
たに

風の

色絵が巧
たく

みでした。墓所は松
しょう

縁寺
え ん じ

。 

 

竹田
た け だ

 儀一
ぎ い ち

  明治 27年(1894)～昭和 48 年(1973) 

 大聖寺出身の厚生
こうせい

大臣。京都大学法学部を卒業。鈴木商店を経て弁護士から衆議院議員

となりました。その後、実
じつ

業界
ぎょうかい

に転身
てんしん

し京都工作機械株式会社や大聖寺工作所（のち大聖

寺航空
こうくう

工業株式会社）、大宮
おおみや

航空工業株式会社（現在の三
さん

櫻
おう

工業株式会社）などを創設
そうせつ

し

ました。昭和 22 年日本民主党を結成
けっせい

し初代幹事
か ん じ

長
ちょう

に、昭和 23年芦田
あ し だ

内閣
ないかく

のときの厚生
こうせい

大

臣になりました。墓所は蓮光寺
れんこうじ

。 

 

築城
つ い き

 良太郎
りょうたろう

  明治 7 年（1874）～昭和 7 年（1932） 

 山中漆器における千筋
せんすじ

挽
び

きや拭
ふ

き漆
うるし

仕上げなどの技法の創始者。山中漆器職人であっ

た父親などから轆轤
ろ く ろ

挽
び

き技術を学びました。明治 26 年には挽き物木地に直接、生漆を塗

布し磨き上げる「拭き漆」技法を開発し山中漆器の名声を高めました。 

 

塚谷
つかたに

 竹
ちっ

軒
けん

  文政 9年(1826)～明治 26 年(1893) 

大聖寺藩士の家に生まれ。はじめ沢右衛門、のち浅と名乗りました。竹軒は号。万延元

年（1860）大聖寺藩産物方の主席となり、陶業
とうぎょう

の振興に努めました。明治維新後、九谷本
ほん

窯
かま

を譲り受け、大蔵
おおくら

寿
じゅ

楽
らく

、浅井一毫
いちもう

らとともに九谷陶業再建に尽力
じんりょく

しました。その後、陶

器商を経て、晩年は石川県師範学校などの教師を務めました。『茇
ばつ

憩
けい

紀聞
き ぶ ん

』の著者、塚谷沢

右衛門は祖父
そ ふ

にあたります。 

 

辻
つじ

 政信
まさのぶ

   明治３５年（1902）～ 不詳 

陸軍大佐、政治家。江沼郡東谷奥村字今立
いまだち

（現加賀市山中温泉今立町）出身。陸軍士官

学校、陸軍大学校などを卒業後、第７連隊中隊長などを経て関東軍参謀
さんぼう

となり、「作戦の神

様」と呼ばれました。戦後、戦犯容疑を受けたため地下に潜伏
せんぷく

。その体験を綴
つづ

った『潜行
せんこう

三
さん

千里
ぜ ん り

』は当時、ベストセラーとなりました。その後、衆議院議員 4期、参議院議員 1 期を

務めましたが、昭和３６年（1961）参議院議員在任中に東南アジア視察
し さ つ

のために出国し、

ラオスで行方
ゆ く え

不明
ふ め い

となりました。昭和 43年（1968）7月 20 日に戸籍
こ せ き

上の死亡となりま

した。 

道官
どうかん

 咲子
さ き こ

  明治 35 年（1902）～ 昭和 21 年（1946） 

「安東
あんとう

の母」として知られる。江沼郡南郷村字上
かみ

河崎
かわさき

（現加賀市上河崎町）に生まれ、

福井県芦原
あ わ ら

町の道官家の養女となりました。21 歳で京都市の佐々木家に嫁
とつ

ぐも 5 年後、

夫と死別。その後、満州に渡り安東市のホテルで女中頭として働きました。ホテルでは「お

町
まち

さん」と呼ばれ在留邦人から親しまれました。終戦後、満蒙
まんもう

開拓団
かいたくだん

や一般邦人の難民
なんみん

が

帰国する際、さまざまな支援をしその数は 3 千人に及んだといいます。このことが中国

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B8%E8%BB%8D%E8%BB%8D%E4%BA%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BF%E6%B2%BB%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%82%E8%AD%B0%E9%99%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%82%AA%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/1968%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1968%E5%B9%B4
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政府からはスパイ容疑
よ う ぎ

をかけられることとなり、昭和 21 年 9 月、安東市の郊外
こうがい

の刑場で

公開処刑されました。昭和 31 年に、お町さんの恩
おん

を受けた人々により、三木町
み き ま ち

の一角に

顕彰
けんしょう

碑
ひ

が建立
こんりゅう

されました。 

 

戸田
と だ

 城
じょう

聖
せい

  明治 33 年（1900）～ 昭和 33 年（1958） 

宗教家。江沼郡塩屋
し お や

村
むら

出身。城聖が２歳のとき、一家あげて北海道の厚田村
あつたむら

に移住しました。

大正９年に上京し、教育者、牧口常
つね

三郎
さぶろう

に師事しました。昭和 3 年日蓮
にちれん

正宗
せいしゅう

に入信し、同 5 年

に牧口と創価教育学会を設立し理事長となりました。昭和 18 年弾圧
だんあつ

により投獄
とうごく

されましたが、

非転向
ひてんこう

をつらぬき 20 年に出獄
しゅつごく

。翌年創価
そ う か

学会と改称して再建し、昭和 26 年に 2 代目の創価

学会会長となりました。  

 

中村
なかむら

 秋塘
しゅうとう

（初代） 慶応元年(1865)～昭和 3年(1928) 

 陶芸家・赤絵細描
あかえさいびょう

。画工中村茂一郎の子。本名亀次郎。父から陶画
と う が

を学び、明治 10年、 

家業を継
つ

ぎました。のち竹内吟
たけうちぎん

秋
しゅう

に師事
し じ

し、陶
とう

技
ぎ

を修
しゅう

得
とく

。赤絵細描の名手
めいしゅ

となり「砡質手
ぎょくしつで

」

をあみだしました。 

 

中谷宇
な か や う

吉郎
きちろう

   明治 33 年（1900）～昭和 37年（1962）  

  物理学者。江沼郡作見村字
あざ

片山津小字
こ あ ざ

砂走
すなわせ

出身。錦城小学校、小松中学、第四高等学校

を経
へ

て東京帝国大学理学部物理学科に入学。卒業後、理化学研究所で寺田寅彦
てらだとらひこ

の研究室員

となりました。昭和 7 年北海道帝国大学教授。同 11 年世界ではじめて人工
じんこう

雪
ゆき

の製作に成

功。また、雪のさまざまな結晶形
けっしょうけい

ができる条件をあきらかにした中谷ダイヤグラムを発表。

こうした功績が認められ同 16 年学士院
がくしいん

賞
しょう

を受賞しました。著作に『冬の華
はな

』『雪』などが

あり、「雪は天から送られた手紙である」という宇吉郎の言葉はよく知られています。 

 

中谷
な か や

 治宇
じ ゅ う

二郎
じ ろ う

  明治 35 年（1902）～ 昭和 11 年（1936） 

  昭和時代前期の考古学者。中谷宇吉郎の弟。母校の東京帝大で縄文
じょうもん

時代の研究をおこなう。

昭和 4 年パリに留学
りゅうがく

しましたが結核
けっかく

のため 7 年に帰国。大分県由
ゆ

布院
ふ い ん

で療養
りょうよう

しながら『日本

先史学序史
せんしがくじょし

』や『日本石器
せ っ き

時代
じ だ い

提要
ていよう

』などを発表しましたが、34 歳の若さで亡くなりました。 

 

西出
に し で

 朝風
ちょうふう

  明治 18年(1885)～昭和 18 年(1943) 

 大聖寺出身の歌人。日本における口語
こ う ご

短歌
た ん か

の創始者。父、孫
まご

一
いち

は橋立の北前船主西出家

の一族。朝風は号であり本名は一（つかさ）。金沢一中から慶応
けいおう

義塾
ぎじゅく

に学びましたが中退
ちゅうたい

。

文学に興味をもち、明治34 年始めて口語短歌を作りました。大正３年「新短歌と新俳句」、

同 11 年、雑誌「純正詩社」を創刊し口語短歌の普及に努めました。竹久
たけひさ

夢二
ゆ め じ

の影響を受け

感傷的
かんしょうてき

な作品が多くあります。 

 

http://kotobank.jp/word/%E5%B8%AB%E4%BA%8B
http://kotobank.jp/word/%E5%85%A5%E4%BF%A1
http://kotobank.jp/word/%E5%89%B5%E4%BE%A1%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E4%BC%9A
http://kotobank.jp/word/%E8%A8%AD%E7%AB%8B
http://kotobank.jp/word/%E7%BF%8C%E5%B9%B4
http://kotobank.jp/word/%E7%BF%8C%E5%B9%B4
http://kotobank.jp/word/%E6%94%B9%E7%A7%B0
http://kotobank.jp/word/%E5%86%8D%E5%BB%BA
http://kotobank.jp/word/%E4%BC%9A%E9%95%B7
http://kotobank.jp/word/%E7%90%86%E5%8C%96%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80
http://kotobank.jp/word/%E7%A0%94%E7%A9%B6
http://kotobank.jp/word/%E6%95%99%E6%8E%88
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%96%E7%95%8C
http://kotobank.jp/word/%E8%A3%BD%E4%BD%9C
http://kotobank.jp/word/%E6%88%90%E5%8A%9F
http://kotobank.jp/word/%E6%88%90%E5%8A%9F
http://kotobank.jp/word/%E6%9D%A1%E4%BB%B6
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%AD%E8%B0%B7%E3%83%80%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0
http://kotobank.jp/word/%E8%91%97%E4%BD%9C
http://kotobank.jp/word/%E6%89%8B%E7%B4%99
http://kotobank.jp/word/%E6%98%AD%E5%92%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%89%8D%E6%9C%9F
http://kotobank.jp/word/%E8%80%83%E5%8F%A4
http://kotobank.jp/word/%E8%80%83%E5%8F%A4
http://kotobank.jp/word/%E6%AF%8D%E6%A0%A1
http://kotobank.jp/word/%E5%B8%B0%E5%9B%BD
http://kotobank.jp/word/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://kotobank.jp/word/%E6%97%A5%E6%9C%AC
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西出
に し で

孫
まご

左
ざ

衛門
え も ん

（11 代）  元治元年（1864）～ 昭和 13年（1938） 

加賀橋立村の北前船主。海運及び海産商を営む先代孫左衛門の 3 男で幼名を悌
てい

吉
きち

と称し

ました。長兄
ちょうけい

は分家
ぶ ん け

し、次兄
じ け い

は病
やまい

にて夭折
ようせい

したため、3 男の悌吉が家業を継
つ

ぎ、孫左衛門

を襲名
しゅうめい

しました。明治 22年、函館を拠点とし、カムチャッカに漁場を開き、北洋漁業に転身
てんしん

しました。函館では、区会議員や商業会議所特別議員、函館銀行の取締役
とりしまりやく

としても活躍し、

北海道経済界の重鎮
じゅうちん

となりました。また、石川県江沼郡にあっては八十四
はちじゅうし

銀行
ぎんこう

の取締役や

大聖寺水電株式会社の社長として、ふるさと江沼郡の発展にも尽力
じんりょく

しました。 

 

硲
はざま

伊之
い の

助
すけ

（三彩亭）  明治 28 年（1895）～ 昭和 52年（1977） 

画家。東京本所向島生まれ。パリ滞在中
たいざいちゅう

にアンリ・マチスに師事
し じ

し一水会創立に参加し

ました。終戦まもなくマチス展、ピカソ展、ブラック展の開催に尽力し、我が国洋画壇
ようがだん

の復興
ふっこう

や芸術文化の向上に大きく寄与しました。古九谷に魅せられ、昭和 37年（1962）加賀市

吸坂町
すいさかまち

に移住しアトリエを構
かま

え製陶
せいとう

活動
かつどう

を行いました。 

 

東方
ひがしかた

 芝山
し ざ ん

  文化 10 年（1813）～ 明治 12 年（1879） 

大聖寺藩士。儒学者。金沢藩儒学者の林蓀坡
はやしそんぱ

や江戸の安積艮
あさかごん

斎
さい

などに学び、藩内一の学

者として活躍しました。藩主の信頼が厚く、藩主の求めに応じて藩政改革の提言をしまし

た。藩内の人材育成や産業振興にも力を注ぎました。著書に『勧農文』や『芝山草稿』な

どがあります。 

 

廣
ひろ

海
うみ

 二
に

三郎
さぶろう

（5 世） 安政元年(1854)～昭和 4年(1929) 

 加賀瀬越
せ ご え

村の北前船主。明治初年に和船のほとんどを洋帆船
ようはんせん

に切り換
か

え利益をあげまし

た。明治 20 年には初めての汽船北陸丸を購入し、これ以後、汽船に重点を移し事業を拡大
かくだい

しました。海運業のほかに筑前
ちくぜん

宮田
み や た

炭坑
たんこう

、豊後
ぶ ん ご

久
く

重山
じゅうさん

や薩摩
さ つ ま

大島
おおしま

の硫黄
い お う

鉱山
こうざん

を経営。明治

41 年広海商事株式会社を、同 29年日本海上保険株式会社を創立
そうりつ

するなど日本を代表する

北前船主となりました。 

 

広田
ひ ろ た

亥
い

一郎
いちろう

  天保 13年(1842)～明治 12年(1879) 

 算学者。大聖寺藩士広田家の長男。幼時期から明敏を知られ、関流
せきりゅう

和算
わ さ ん

を学び免許
めんきょ

皆伝
かいでん

と

なりました。その後、測量法を学び、海軍兵学寮
へいがくりょう

測量
そくりょう

及洋算
ようざん

教授
きょうじゅ

となりました。明治 8

年出版した『洋算
ようさん

階梯
かいてい

』は洋算の教科書として知られます。加賀神明宮
しんめいぐう

境内
けいだい

に記念
き ね ん

碑
ひ

があ

ります。 

 

広田
ひ ろ た

 百
ひゃっ

豊
ぽう

  明治 9年(1876)～昭和 30 年(1955) 

 日本画家。山中町荒地家の２男でしたが、３歳のとき大聖寺の伯父、広田亥一郎の養子

となりました。石川県師範学校を出て、当初は江沼郡内で教師をしていましたが、明治 44

http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E8%81%96%E5%AF%BA
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E8%81%96%E5%AF%BA
http://kotobank.jp/word/%E9%87%91%E6%B2%A2
http://kotobank.jp/word/%E9%87%91%E6%B2%A2
http://kotobank.jp/word/%E8%8A%9D%E5%B1%B1
http://kotobank.jp/word/%E8%8A%9D%E5%B1%B1


07 人物 
2013/10/24 版 

 

― 12 ― 

年、教職を辞任し、京都の日本画家竹内栖鳳の内弟子となり画業に専念しました。その後、

文展に連続入選し、大正七年「日本自由画壇」創設。昭和 11年兼六園内にある金沢霊沢の

御亭の天井に龍の絵を描きました。鳥類をよく描き、同 25年その剥製標本 200 点を母校

錦城小学校に寄贈しました。 

 

深田
ふ か た

 久弥
きゅうや

  明治 36年(1903)～昭和 46 年(1971) 

山の文学者。大聖寺中町出身。大正 5 年福井県立福井中学校入学、大正 15 年東京帝国

大学文学部に入学、在学中、改造社
かいぞうしゃ

編集部に勤務
き ん む

しました。昭和 5 年文芸
ぶんげい

春 秋
しゅんじゅう

に「オロ

ッコの娘
むすめ

」を発表。同年大学を中退
ちゅうたい

し作家活動に入りました。同 7 年「津軽
つ が る

の野
の

づら」

「あすなろう」で作家として認められました。同８年小林秀雄らと「文学界」を創刊。昭

和 22 年大聖寺仲町に疎開し、「はつしほ句会」や「錦城山岳会」を立ち上げました。同

40 年「日本百名山」で第 16 回読売文学賞受賞。同 43 年日本山岳会副会長に就任。同

46 年山梨県の茅ヶ岳
かやがだけ

を登山中、脳溢血
のういっけつ

により急逝
きゅうせい

しました。墓所は本光寺
ほんこうじ

。江沼神社境

内に深田久弥文学碑が建立
こんりゅう

されました。平成 14 年には、大聖寺番場町に旧山
きゅうやま

長織物
ちょうおりもの

会

社の事務所や石蔵
いしぐら

を利用して「深田久弥山の文化館」がオープンしました。 

 

前田
ま え だ

 利
とし

治
はる

  元和 4 年（1618）～ 万治 3 年（1660） 

  初代大聖寺藩主。幼名宮松丸。加賀藩３代藩主前田利
とし

常
つね

の 3 男で、利治の母親は将軍徳

川秀忠の娘
むすめ

にあたる天
てん

徳院
とくいん

（幼名珠
たま

姫
ひめ

）。寛永 16 年、父から 7 万石を分与され大聖寺藩

の前田家初代藩主となりました。利治は鉱山開発や陶工をまねいて九谷焼をおこすなど産

業を奨励
しょうれい

しました。菩提寺
ぼ だ い じ

は大聖寺下屋敷
したやしき

の実性院
じっしょういん

。 

 

前田
ま え だ

 利
とし

直
なお

  寛永 12 年（1672）～ 宝永 7 年（1710） 

大聖寺藩３代藩主。 ２代藩主前田利明の 3 男。元禄 5 年に大聖寺藩７万石の 3 代藩主

となりました。弟利昌に 1 万石を分与し 6 万石となりましたが、利
とし

昌
まさ

が事件を起こしたた

め、1 万石は返還され再び 7 万石となりました。宝永６年に、藩邸の一角、大聖寺川に面

したところに「長流亭」を建造しましたが、将軍徳川綱吉の奥詰としてほとんど江戸に住

んでいました。 

 

前田
ま え だ

 利鬯
と し か

  天保 12 年（1841）～ 大正 9 年（1920） 

大聖寺藩第 14 代藩主。 加賀藩主前田斉
なり

泰
やす

の 7 男。安政 2 年兄利行の急死でその跡を継
つ

 

ぎ、大聖寺藩の最後の藩主となりました。茶道や歌道にすぐれ、特に能楽
のうがく

は宝生流
ほうしょうりゅう

の巨匠
きょしょう

と評され、その後の大聖寺における能楽普及
ふきゅう

に多大の貢献
こうけん

をしました。明治 17 年子爵
ししゃく

、同

30 年に貴族院
きぞくいん

議員となりました。号は「竹径
ちっけい

」。 現在、江沼神社境内に建つ「竹徑館
ちっけいかん

」

はもと利鬯の国元
くにもと

別邸
べってい

。 

 

http://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E8%B3%80
http://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E8%B3%80
http://kotobank.jp/word/%E5%88%86%E4%B8%8E
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E8%81%96%E5%AF%BA
http://kotobank.jp/word/%E5%88%9D%E4%BB%A3
http://kotobank.jp/word/%E9%89%B1%E5%B1%B1
http://kotobank.jp/word/%E9%89%B1%E5%B1%B1
http://kotobank.jp/word/%E9%99%B6%E5%B7%A5
http://kotobank.jp/word/%E4%B9%9D%E8%B0%B7%E7%84%BC
http://kotobank.jp/word/%E7%94%A3%E6%A5%AD
http://kotobank.jp/word/%E7%94%A3%E6%A5%AD
http://kotobank.jp/word/%E5%85%83%E7%A6%84
http://kotobank.jp/word/%E5%88%86%E4%B8%8E
http://kotobank.jp/word/%E5%AE%9D%E6%B0%B8
http://kotobank.jp/word/%E5%B0%86%E8%BB%8D
http://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E8%B3%80
http://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E8%B3%80
http://kotobank.jp/word/%E5%AE%89%E6%94%BF
http://kotobank.jp/word/%E6%80%A5%E6%AD%BB
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E8%81%96%E5%AF%BA
http://kotobank.jp/word/%E8%8C%B6%E9%81%93
http://kotobank.jp/word/%E6%AD%8C%E9%81%93
http://kotobank.jp/word/%E6%98%8E%E6%B2%BB
http://kotobank.jp/word/%E5%AD%90%E7%88%B5
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前田
ま え だ

 利
とし

昌
まさ

  貞享元年（1684）～ 宝永 6 年（1709） 

大聖寺藩 2代藩主前田利
とし

明
あき

の４男。通称は采女
う ね め

。元禄 5年兄利
とし

直
なお

から新田 1 万石をあたえ

られ大聖寺新田
しんでん

藩主となる。上野寛永寺
かんえいじ

での先の将軍徳川綱
つな

吉
よし

の法会
ほ う え

のおり接待
せったい

役となり

ましたが、同役の大和
や ま と

柳本
やなぎもと

藩主織田秀
ひで

親
ちか

を刺殺
し さ つ

し,宝永 6 年 2 月 18 日切腹
せっぷく

を命じられま

した。享年 26 歳。 

 

馬島
ま じ ま

 健
けん

吉
きち

  天保 13年(1842)～明治 43 年(1910) 

 大聖寺の医師。初め金沢の黒川良安の門下生となり、安政 6 年大 坂緒方洪庵の適塾に

入門し蘭学を修めました。「適々
てきてき

斎
さい

塾
じゅく

姓名録」による入門は文久元年で 593 番目。慶応

2 年長崎で医学を学び、明治元年石川嶂
あきら

の尽力
じんりょく

で渡欧
と お う

し、英仏独語を学びました。同 4

年藩命で帰国、金沢医学館の教授となりました。同 15 年、大聖寺に馬島
ま じ ま

病院を、同 17年

小松に小松病院を建設。石川県の医学界のリーダーとなりました。墓所は実性院。 

 

三森
みつもり

 定男
さ だ お

  明治 40年(1907)～昭和 52 年(1977) 

 考古学者。大聖寺福田町出身。昭和4 年京都帝国大学文学部史学科、同 8年には立命
りつめい

館
かん

大

学文学科（国漢）に入学。立命館大学を卒業後、考古学研究会を創立し主幹
しゅかん

となりました。

同 20 年の空襲で大聖寺に疎開
そ か い

、北陽新聞を発行。同 24 年立命館大学講師、同27 年には

札幌の北海学園大学教授となりました。著書に『加賀名跡誌
めいせきし

』、論文は「日本先史
せ ん し

文化
ぶ ん か

に

関する諸問題」等多数があります。 

 

宮本
みやもと

 謙吾
け ん ご

  明治 24年(1891)～昭和 53 年(1978) 

 文筆家・郷土史家。熊本市出身。知人の紹介で大聖寺を訪れ、直後の関東大震災をきっ

かけに大聖寺に在住しました。以後機業家山田
や ま だ

長太
ちょうた

の知遇
ち ぐ う

を得
え

て「絹業
けんぎょう

週報
しゅうほう

」「聖
せい

城
じょう

公論
こうろん

」

等に筆を振りました。昭和 11 年『九谷焼研究』（学芸書院）を発刊。さらに『大聖寺藩史
だいしょうじはんし

』

や『江沼文献叢書
そうしょ

』『大聖寺絹業史
けんぎょうし

』などの郷土本を発刊
はっかん

しました。晩年は郷里、熊本市

川尻町に帰りました。 

 

宮永
みやなが

 盛
もり

雄
お

  明治 29 年（1896）～ 昭和 53 年（1978） 

片山津町出身の政治家。若い頃より江沼郡読書会
どくしょかい

を組織したり、新興
しんこう

仏教青年同盟と共

に活動するなど、社会運動家として活動し、昭和 12 年には危険
き け ん

思想の持ち主として検挙

され 1 年余り獄中
ごくちゅう

生活を送りました。また、32 歳の若さで作見村の村長を務め、その

後も、初代片山津町長や石川県議会議員に、昭和 28 年には石川県議会の議長となるなど

異色の政治家でした。 

 

明
みょう

 覚
かく

  天喜 4 年（1056） ～ 嘉承元年（1106） 

平安時代後期の僧、音韻
おんいん

学者。天台宗の延暦寺
えんりゃくじ

で学び、のち加賀山代温泉の温泉寺に隠棲
いんせい

http://kotobank.jp/word/%E9%80%9A%E7%A7%B0
http://kotobank.jp/word/%E5%85%83%E7%A6%84
http://kotobank.jp/word/%E6%96%B0%E7%94%B0
http://kotobank.jp/word/%E5%B0%86%E8%BB%8D
http://kotobank.jp/word/%E5%90%8C%E5%BD%B9
http://kotobank.jp/word/%E5%AE%9D%E6%B0%B8
http://kotobank.jp/word/%E5%BE%8C%E6%9C%9F
http://kotobank.jp/word/%E5%AD%A6%E8%80%85
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A9%E5%8F%B0%E5%AE%97
http://kotobank.jp/word/%E5%8A%A0%E8%B3%80
http://kotobank.jp/word/%E6%B8%A9%E6%B3%89
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して「加州
かしゅう

隠者
いんじゃ

」と称しました。悉曇
しったん

学
がく

や梵字
ぼ ん じ

の発音などを研究し、我が国の 50 音字の配

列に大きな影響を与えました。 

 

本川
もとかわ

 弘一
こういち

  明治 36 年（1903）～ 昭和 46 年（1971） 

  生理学者。江沼郡桑原
くわばら

村
むら

（現加賀市桑原町）出身。夜間学校で学ぶなど苦学の末、東京

帝国大学の医学部に入りました。その後、電気生理学を専攻し、昭和 15 年東北帝大教授と

なりました。脳波
の う は

、色覚
しきかく

などの研究でノーベル賞候補にもなるなど、世界的に注目されま

した。同 29 年には学士院賞、朝日文化賞などを受賞し、40 年には東北大学長を務めまし

た。 

 

森本
もりもと

 仁平
に へ い

  明治 44年(1911)～平成１6年(2004) 

 大聖寺出身の洋画家。東京美術学校師範科を卒業後、岩手県一関高等女学校に赴任し、

同 11 年朝鮮に転任。同２０年臨時召集を受け野戦
や せ ん

部隊に所属。終戦後捕虜
ほ り ょ

となり、シベリ

ヤに連行されるも途中脱走
だっそう

し千キロを踏破
と う は

。その後、引き揚げ船で一関市
いちのせきし

に帰りました。

戦後は東京で小学校教師を勤めるかたわら自由美術協会に所属し多くの作品を発表しまし

た。平成４年『森本仁平画集』を刊行。平成２３年石川県立美術館で「生誕百年 森本仁

平展」が開催されました。 

 

藪内
やぶのうち

 竹
ちく

翠
すい

  天保 12年(1841)～大正 6 年(1917) 

 藪内流茶道１０代家元
いえもと

。大聖寺福田家の出身。幼年期に京都に出て８代家元
いえもと

竹猗
ち く い

紹
じょう

智
ち

に

仕えました。大聖寺藩主利鬯
と し か

の茶頭
さ ど う

も勤めました。明治７年、９代家元竹露
ち く ろ

紹
じょう

智
ち

が死没し

た後、その遺児
い じ

の後見役に迎えられました。のち８代の実子が早世したため、その未亡人
みぼうじん

の

婿
むこ

となり藪内流茶道の維持に努めました。休 々 斎紹
きゅうきゅうさいじょう

智
ち

と称し、没後、その功績がたたえ

られ藪内流１０代家元となりました。 

 

山田
や ま だ

 宗
そう

美
び

  明治 4年(1871)～大正 5 年(1916) 

 金工家。大聖寺鍛冶
か じ

町
まち

の金工家
きんこうか

九代山田宗光
むねみつ

の四男。父から象眼
ぞうがん

、打ち出し技術を習い、

兄３人が病死したため明治２３年長三郎
ちょうざぶろう

を襲名
しゅうめい

。同２４年一枚の鉄板から全形
ぜんけい

を打ち出し

する独自
ど く じ

の鎚起法
ついきほう

を創案
そうあん

しました。作品は 鶏
にわとり

・猿
さる

・兎
うさぎ

等の小動物が多くあります。以後

大正４年まで内外の美術展で受賞３０数回。特に明治３３年パリ万国
ばんこく

博覧会
はくらんかい

を初め、各

展覧会
てんらんかい

に出品した作品は高い評価を受け、名実共にわが国工芸界の第一人者となりました。

帝室技芸員
ぎげいいん

に推薦
すいせん

が内定しましたが、発表直前に病死しました。「瓦上
がじょう

の鳩
はと

置物
おきもの

」「狛犬
こまいぬ

大

置物一対
いっつい

」の２点が石川県指定文化財。 

  

http://kotobank.jp/word/%E7%99%BA%E9%9F%B3
http://kotobank.jp/word/%E7%A0%94%E7%A9%B6
http://kotobank.jp/word/%E5%B0%82%E6%94%BB
http://kotobank.jp/word/%E6%9D%B1%E5%8C%97
http://kotobank.jp/word/%E6%95%99%E6%8E%88
http://kotobank.jp/word/%E6%9C%9D%E6%97%A5
http://kotobank.jp/word/%E6%9C%9D%E6%97%A5
http://kotobank.jp/word/%E5%AD%A6%E9%95%B7
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吉
よし

田屋
だ や

伝右
で ん う

衛門
え も ん

（４代） 宝暦２年（1752）～ 文政 10 年（1827） 

大聖寺の豪商。豊田が本名で吉田屋は屋号。酒造
しゅぞう

や薬商
やくしょう

を営
いとな

む傍
かたわ

ら、大聖寺藩の金融用
よう

達
たし

や町
まち

年寄
と し よ

りの役を務めました。号は石
せき

翁
おう

。72 歳の高齢で廃業
はいぎょう

していた古九
こ く

谷
たに

を再興
さいこう

す

ることを決意し、文政 6年ごろ,江沼郡九谷村に窯をひらきました。その後、文政9 年には

山代村に窯を移し、衰退
すいたい

していた古九谷の再興
さいこう

を果
は

たしました。 

 

渡邊
わたなべ

卯
う

三郎
さぶろう

  天保 2年(1831)～明治 14年(1881) 

 医師。大聖寺越前町出身。儒学
じゅがく

を東方芝山に、蘭学の基礎を金沢の蘭医
ら ん い

黒川
くろかわ

良安
りょうあん

から学

びました。嘉永元年大坂の緒方
お が た

洪
こう

庵
あん

の適々
てきてき

斎
さい

塾
じゅく

に入門し、同６年第七代塾頭
じゅくとう

になりました。

安政元年父の老衰
ろうすい

により辞
じ

して帰藩
き は ん

しました。その後、藩主前田利鬯
と し か

の侍医
じ い

となり、慶応

２年再び長崎に留学
りゅうがく

しました。同３年帰郷後、藩校薫
くん

正館
せいかん

の洋学教授となりました。肺病
はいびょう

のため５１歳で死去。墓所は本光寺の後ろ、石堂山
せきどうさん

です。 

 

 

http://kotobank.jp/word/%E6%96%87%E6%94%BF
http://kotobank.jp/word/%E4%B9%9D%E8%B0%B7
http://kotobank.jp/word/%E5%B1%B1%E4%BB%A3

